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ゴ
影

選
挙
公
明
運
動
始
ま
る
一
一
説
け
れ
m
u
u
h
q川
河
内
開

来
る
十
二
日
講
演
会
開
催
一
一
日
話
持
持
5

一

一

、

ニ

O

郵

阿

部

良

之

副

氏

来

橋

・

敬

育

会

館

で

…

一

O
円

~

一

、

-ur晶
溺
取
段
醤
組
合
員
一

塁
~
柑
簿
雄
一
宮
室
訟
で
川
、
霊
鴻
…
警
護
食
と
白
語
寸
も
と
に
、
出
る
十
一
百
円
高
H
V
午
後
一
時
か
一
一
人
に
つ
き
一
一
山
円
八
年
矧
U

-

作

-
4

滋
叫
川
河
川
、
阿
世
間
演
九
屈
を
開
嗣
閉
す
る
ζ

と
に
な
リ
、
準
側
を
漣
ゆ
℃
田
口
り
ま
す
。
鵡
削
は
遜
滋

ハ
一

1

t

-

/

V

一
ハ
、
組
白
波
虫
組
作
目
同
一

時
一
一
制
度
霊
童
で
議
派
と
し
て
有
名
な
阿
市
民
之
助
氏
で
ず
。
今
年
読
書
誌
予
定
さ
れ
て
陪
り
、
還
を

v

一
[
ご
川
:
訂

由
一

~

2
・U
/ゐ
明
る
く
行
う
こ
と
が
、
民
主
日
本
建
訟
の
誠
礎
で
あ
り
ま
ナ
の
で
、
町
民
有
橋
治
の
皆
さ
ん
が
、
多
搬
お
磁
つ
{
て

j
i
-

-
と

ム
き
下
さ
る
署
縫
い
た
し
ま
。
な
お
お
は
予
氾
で
す
、
確
定
の
上
位
記
号
替
、
閲
覧
板
、
ボ
ス
次
1
等

~

同

F-
圃

f

i

j

u-
八
で
お
伊
達
激
し
ま
す
。
信
越
智
U

月
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t
l
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〉
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〉
十

毎

〈
納
税
準
備
貯
蓄
組
合
を
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沢
山
作
り
ま
し
ょ
う
/

市
立
工
業
短
期
大
学

関
学
式
挙
行
さ
る

八
日
か
ら
授
業
を
開
始

前
橋
市
立
工
業
短
期
六
学
が
い
よ
/
'
¥
一
月
一
日
開
学
式
を
数
行
し
て
経
業
開
始

独

立

記

念

・

貯

蓄

増

強

運

動

進

む

一

開

設

完

、

支

八

日

合

護

員

一

の

ぎ

に

至

芸

も

の

で

す

。

争

犯

は

一
始
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
レ
た
。
ご
の
エ
一
関
口
市
長
で
ナ
録
業
は
市
脚
立
前
橋
エ

今
舎
団
的
に
廿
七
倍
度
貯
蓄
勉
強
沼
紛
・
と
レ
て
隠
り
ま
す
が
、
一
さ
ん
が
無
駄
ゑ
又
・
凶
を
は
お
い
て
独
立
一
諮
問
短
州
大
学
は
市
が
名
方
閣
の
熱
留
に
一
義
説
校
隣
阪
地
の
校
合
で
行
い
、
本
館

が
符
わ
れ
て
憶
り
ま
す
よ
}
の
議
は
一
語
傑
約
の
裁
に
よ

υ、
わ
が
閣
一
震
の
と
の
特
別
貯
蓄
濯
動
に
き
て
一
よ
り
、
修
業
年
限
ニ
ケ
賃
上
の
建
設
一
は
別
法
問
問
謹
で
硲
築
の
よ
市
に
寄
附

S
R
一
日
か
ら
六
月
十
円
漢
で
を
期
間
一
は
閣
際
枇
傘
の
一
一
員
と
し
て
再
均
務
一
御
協
力
下
さ
る
様
精
温
い
た
し
ま
す
。
一
ヱ
鶏
科
を
学
科
と
ナ
る
尚
慢
の
教
育
機
一
さ
九
る
こ
と
に
な

υ、
と
の
ほ
ど
第
一

ず
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
も
の
弘
、
一
期
岡
市
の
遡
捌
万
針
と
レ
℃
は
一
陶
と
し
て
持
岬
町
一
、

O
八
四
番
地
に
一
期
工
高
の
起
工
式
が
行
わ
ね
ま
レ
た
。

名
実
共
に
独
虫
閣
木
と
な
る
に
は
、
一
イ
、
関
民
貯
蓄
組
合
の
償
金
な
る
育
成
一
建
設
を
計
画
し
、
昨
年
十
二
月
十
七
日
一
本
大
挙
の
開
設
は
向
出
ず
り
は
燃
え
る
膏

経
済
の
号
が
根
本
間
制
と
な
り
ま
一
ロ
、
納
治
準
備
貯
蓄
組
合
へ
の
加
入
健
一
の
定
例
市
豊
田
に
附
織
し
て
蹴
詔
一
致
一
年
の
進
路
に
治
闘
を
拠
え
、
働
き
つ
〉

す

の

で

、

一

進

一

可

決

さ

九

申

告

し

た

の

で

、

爾

品

川

準

備

を

一

円

以

び

ね

る

唱

団

育

機

山

崎

と

し

て

非

情

に

州

経
済
臼
江
逸
知
一
勿
回
川
と
レ
て
日
D
一
ハ
、
子
供
銀
行
等
の
腎
成
促
進
一
念
却
宮
、
本
科
八
十
名
、
事
攻
料
、
別
科
一
侍
さ
れ
て
隠
り
ま
す
。

れ
る
も
の
で
こ
の
一
遇
制
に
は
制
民
の
憐
‘
一
一
、
之
の
的
優
良
納
税
組
合
及
個
人
家
-
園
田
誕
生
必
の
学
宝
の
募
集
も
修

υ、
六

第
二
十
九
号

恐
ろ
し
い
悪
疫
流
行
期

市』輔

総怨

一官官

予
防
に
御
協
力
下
さ
い

マ
・
:
患
者
費
生
数
は
早
く
も
六
十
名
突
破

~和 27 年 6 M 1 目 .t~

、
ュ
、
納
税
焼
防
愈
納
酬
内
納
税
額
?

の
千
円
河
川
V

ニ

-

一

ホ
、
徴
税
令
樋
田
村
手
櫛
料
令
配
置
一

を
町
げ
し
た
隠
は
一
一
泊
に
つ
き
一
一
同

主
O
銭

へ
、
優
良
型
昆
の
表
彰

な
お
一
立
丹
一
日
現
在
で
、
M

凶
は
設
置
さ

れ
て
あ
る
本
市
の
納
税
部
備
貯
蓄
組
合

盟
国
一
言
十
一
組
合
、
ご
の
組
合
員

数
九
千
三
百
六
十
八
名
で
ナ
。
〔
続
筋

深
ν大

月
十
日
は
時
の
記

念
日
で
す
。

定
時
を
守

p
、
時
聞

を
母
重
し
ま
し
ょ
う



日
全
岡
一
膏
に

住
民
登
録
が
行
わ
れ
ま
す

権
利
義
務
に
関
連
す
る
重
要
な
登
録

犠

ー-

一
民
間
棋
の
際
抄
本
の
交
付
を
受
け
て
戸
籍
一
り
ま
し
た
。
「
簡
は

一
の
隠
抄
木
に
代
用
さ
せ
る
と
と
が
で
さ
一

)

雪
見
え
る
自
己
マ
ナ
。

一

る

ご

と

で

す

。

一

〈
健
)
雲
誌
を
す
る
た
め
に

一

住

民

票

は

戸
籍
と
山
手
持
一
こ
の
一
訴
に
御
協
力
下
示
。

一
っ
て
い
る
の
で
、
事
ぽ
依
っ
て
志
一
六
月
四
日

8
む
し
歯
予
防
白

一
人

の

詰

話

室

長

良

、

民

一

同

五

日

8
溜
そ
う
の
う
ろ
う

白

-

一

一
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
鰐
を
明
か
に

一

予
防
の
日

2
一

ν

:

一
一
ず
る
乙
と
が
川
一
突
す
。
こ
の
よ
う
な
一
同
六
日
盆
U

惑
い
歯
並
み
予
防

!

一一

な
り
唆
し
た
。
皆
さ
ん
の
権
利
点
、
議
訪
問
L

密
拠
点
絹
係
の
あ
る
こ
の
住
民
皆
様
が
、
由
喜
一
ピ
行
わ
れ
ま
す
様
、
次
に

一
一
富
問
中
広
制
使
が
あ
る
外
、
と
の
制
定
の

一

の
臼

J

傭
一
一

住
襲
撃
、
ど
う
い
う
風
に
行
わ
れ
る
か
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
ょ
う
。

土

活
用
に
よ
っ
て
市
の
行
政
毒
の
上
に
一
同
吉

8
母

主

皇

室

;
l
l
i
a
i
-
-
E
l
i
l
l
i
l
i
a
-
-
E
B
E
l
l
i
g
-
-

-

-

i

-

も
市
民
の
危
め
に
も
諮
問
削
の
良
い
サ
l
一

ず
る
日

一

己

瞥

・

障

調

査

ま

一

い
て
は
選
出
に
雲
し
て
住
民
票
の
一
ピ
ス
が
さ
れ
ま
す
。
古
八
日

g
そ
ろ
っ
て
歯
を
き

2

d引
-
a
U
5
E
Z
E
J
uq

一

一

一

時
一

・

1

d

・h

一
庄
一
慨
を
期
じ
ま
ず
。
な
お
臣
民
登
録
。
一
例
へ
ぽ
寝
泊
人
名
畑
町
、
以
令
縄
問
、
予
防
一
れ
い
は
ず
る
日

吋
一

今

月

廿

六

日

か

ら

一

震

に

よ

っ

て

一

言

阪

の

翻

警

の

書

館

命

を

一

同

九
日

S
5益

を
受
け

一

咽

一

‘

一

寄
留

制

度

円
、廃
比
さ
れ
、
佳
一
も
っ
て

3
1。
か
よ
う
ほ
清
登

一

阻

止

今

か

ら

調

ぺ

て

置

い

て

頂

吉

た

い

一

民

義

理

が

と

色

変

り

菌

一
瞥
一
般
は
名
人
立
区
と
し
て
の

F
Z一
同

古

8
粛
。
は
た
ら
ぎ
に

立

、

正

し

い

本

籍

と

正

し

い

生

年

月

日

一

に
農
芸
作
成
さ
れ
手
。
叉
佳
民

一
援
し
審
議
有
す
る
た
め
の
重
な

一

請
す
る
日

一
住
民
議
長
、
車
六
月
八
日
蓄
五
住
民
意
図
醤
の
思
議
布
、
=
一
登
録
制
慢
に
よ
っ
て
居
間
証
明
、
身
元

一

基

礎

資

料

と
な
る
も
の
で
あ

一

1

l

i
l
-
-

7
一三一二一八号
号
を
雲
も
つ
宅
て
会
舎
含
布
空
占
也
れ
渓

E
立

レL一
レ
主
ま
李
ず
か
色b
、恨講稽主菱叉は巴E?と」れ
U別笠
川
ど
一
謝
費
明
、
扶
蓄
益
震
証
哲
明
、
印
鑑
壁
鉦
明
望
そ
之
一

τ
旦り旦山ま訳子ナか

2、bD
、
A今「問
の
住
民
狩
震
除
施
行
工
一
…
合
岡
同
一

h附
h

回同謡語務驚附堕異六ハ
、
七
月
包の

主
h話
鉱
↓
ヨ
九
諸
九
持
詰
山
印
に
「
日
旦
口
日
旦
日
止
一
詰
芦
↑

一
?'露ち露施符さ完れるき?之

2
〕

Eと七〉益きな雪づた芝ため脅一行汀乙一円崩別
.h沢主
と

ο続
柄
、
本
籍
、
生
袋
詰
返
抄
本
志
泌
と
し
た
与
泊
分
御
用
語
い
ま
し
て
、
木
調
査
に

一
一
露
見

込

山

口

日

刊

日

一

層

一

わ
れ
る
の
で
京
、
ご
の
最
初
。
喜
一
雲
の
民
名
、
悪
の
定
住
所
を
定
一
部
の
場
合
、
本
籍
地
に
照
会
す
る
ま
で
一
御
協
力
下
室
ょ
う
お
聞
い
い
た
し
ま
一
一

貫

ァ

一

嵐

一

が
塁
且
つ
正
確
巴
行
わ
れ
る
よ
主
め
た
年
月
日
、
一
巾
の
住
民
と
な
っ
た
年
↑
も
な
く
、
居
住
地
の
市
町
村
役
場
で
佳
子
。
〔
い
山
民

8
一
汀
八
八
八
日
ハ
ハ
ハ
什
い
川
市
十
壁
、
小
雨
引
い

ら即
時行一組問誠一一一

歯J
白
骨
劃
〔
一
同
担当仁

-
一

に
な
っ
て
居
り
ま
す
よ
巾
で
は
こ
の
関

一
塁

誌

で

~

む

し
歯

を

訪

ぎ

ま

し

ょ

う

一

一

u一

一

百

S
一一十一一一

J-

m

I

T
-
-悶
悶

…
臼
ヘ
月
U
第
一
面
二

一
獲
を
完
全
に
実
施
す
る
た
め
、
市
内
を
一

届
聾

能

λ
は
正
確
を
撃
し
ま
~
今
年
も
六
品
目
の
む
し
歯
予
防
の
日

一
え
か
わ
る
の
ま
り
、
筑
歯
の
ム
シ
歯

一
一

'

橋

一

約
三
百
六
十
議
警
に
区
分
し、

え
ず
か
、
り
里
山
也
事
思
議
地
の
町
一
議
会
に
四
日
か
ら
十
日
芝
居
衛

一
ほ
痛
み
さ
え
止
完

ぽ

、
そ
の
ま
晶

一

八
回
れ
一
一
日
日
目
白
一
一
十

一
罪
判
一
諮
問
町
長
十
日
時
臨
時
三
時
銭
円
子
え
一
完
封
古
川
目
白
一
自
在
日

前

一

日
午
前
零
時
現
在
市
内
巴
定
住
所
一
間
町
村
山
口
日
訪
日
三

り
わ
拙
う

M
h
h
A刊
誌
竺
認
可
ず
る
知
誌
の
な
い
人
の
言
葉
↑
十
八
日
吉
十
九
日

S
一一十

行

あ
る
も
の
で
、
臼
否
問
絡
の
な
い
一
置
い
て
宮
、
。
叉

一
時
自
宅
議
れ
一
室
の
無
関
仙
の
た
め
な
一
り
さ
一

)

気

572い
よ
う
他
の

一

臼

S

自
工
き

よ

ほ
除
外
さ
れ

i
y一

て
い
る
方

ι引
い
て
は
自
宅
百
三
れ
む
き
な
っ
た
り
ど
な
ら

Le病

気

王

室

喜

一

市

民

の

た

め

の

無

料

戸
弘
一
一
当
日
誌
汗
で
一
日
対
日
伝
説
出
向
一
一
段
M
U

同
日
引
い
わ
れ
い
い
れ
一
時
詰
詩
的
自
立
一
相談三ケ所で

の
間
に
準
備
調
雲
行
わ
れ
、
室
内
一
レ
て
一
よ
い
。
市
で
は
問
機
か
言
問
一
六
人
の
山
間
即
ち
永
久
君
主
に
英
一
す
が
、
仙
聞
の
病
気
の
予
防
φ
た
め
に
わ

一
市
で
は
次
の
号
誤
認
を
し
て
医

が
皆
様
の
お
宅
を
諮
問
し
て
急
襲
一
が
さ
れ
手
と
木
盟
主
る
方
に
つ
よ
影
響
議
え
る
の
で
す
。
ど
う
せ
生
一
ざ
わ
ざ
菜
を
受
け
る
人
は
め
っ
た
に
一
り
安
芸
品
利
宅
ざ
い
。

一

あ

り

ま

せ

ん

。

一

マ
器
防
相
談
同
日
待
問
曲
附
町
分
五
内

し
か
し
病
気
は
何
ビ
よ
わ
ヂ
早
い
う
ち
一
ピ
常
置
。

-
G
手
当
が
大
切
な
と
と
で
特
に
品
聞
の
手
一

Z律
相
談
川
H
霊
土
曜
円
午
後
日

一
当
は
と
か
く
お
く
れ
勝
ち
に
な
り
易
い
一

一
史
問
替
問
内
。

一
も
の
で
す
。
そ
こ
で
今
年
の
ロ
腕
衛
生
一

一
富
は
宙
実
の
習
得
日
の
目
標
一
足
人
間
生
相
談
川
書
議
円
午
後

一
を
定
め
て
、
徹
底
を
期
ナ
ラ
」
と
に
な
一
桝
間
出
産
院
内
。

来
月

ぞ2} 

競
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特
集
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発
行

致 念 競
しん 聴者
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。交 い

接 て
と 、
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揮の

雪嬰
闘の
う 実
提言際
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-四
グ

ラ

ム

で

初

夏

の

タ

奇

襲

レ

ん

t

'

ど

と
と
に
な
り
ま
し
た
。
議
は
鏑
一

eH時
古
代
火
王
室
時
半
か
ス
品
ハ
ペ
1
ト
I
ヴ
エ
ジ
曲
U

塁

一
聞
が
芸
場
経
、
点
字
図
書
を
喜

一

手

宮
市
民
の
方
々
の
金
製
会
一
白
書
・
菅
図
需
合
併
枕
木
一
術
一
見
ピ
ク
ア
技
師
主
7
氏
省
一
レ
、
盲
人
男
在
も
交
信
光
雲
一

重
み
ま
ナ
。
去
、
六
月
か
『
町
議
一
惑
一

Eプ
ロ
グ
ジ
ム
H
夜

想

曲

一

一

謀

、

図

信

一

っ

た

ゆ

ば

図

蕗

点

字

訳

控

室

生

担
の
御
霊
に
よ
っ
て
開
高
一
一一
十
分
一
芸
品
ハ
シ
ロ
パ
ジ
思

マ
夜
組

i
に

し
て
下
さ
る
篤
担
保
の
抑
協
引
を
制
限
一

1
1
1

-

e

z

'
 

時
@
会
場
図
替
相
山
階

k
e鵡
師

同
開
立
盲
学
閉
山
柏
町
柿
佐
々
六
芳
之
助
民

器
問
件
材
掛
は
関
議
附
で
間
窓
し
ま
す

ハ関
騒
巴

、

量購

こ

れ

だ

け

は

ー知

っ

て

頂

き

た

い

戸

籍

の

話

丑
、
丞

、
乃
、
之
、
也
、
百一
、
亥

一
小
人
は
二
枚
一
周
回
る
乙
と
に
な
っ
て
い

p
一
ま
す
。
用
紙
は
医
師、

助
護
婦
方
に
も

亦
、
亨
、
売
、
仙
、
伊

、
匡

、
9
一一

あ
り
ま
す

0

3

只
、
吾
、
呂
、
哉
、
嘉
、
圭
、
奈

一

死

亡

の

周

は

七

日

以

f
一

一

特

に

出

生

、

死

亡

、

扶

愛

に

就

て

一

一
宏
、
寅
、
倫
、
巌

、
巴
、
匝

、
弘

一

内

F

幽

ι"
乙
一
朔
苦
し
い
主
惇
伝
志
が
加
行
さ
れ
て
玄
年
に
な
【
そ
託
れ
せ
還
は
戸
量
諸
の
別
慰
れ
る
急φ
は崩別と

5レ
-
吾
在
ぽ
東
雲
米
充
へ
燦
堅
に
雪
皇
に
帰
つ
て
お
と
一
青
捕
、

官
、
悌

、
敦
、
国
、
悶晃知
、

晋
竺
一
て
人
の
穏
覇
利
能
力
奈
が
死
空巳
に
安よ
つ
毛
℃
矢
祭い

祖酒周」一

り
茨
宝+
3
。憲寧町紘詐恥符在円は仇誼個人
C
鯨宮闘隠阻と本附質坦一

て
抜一獲養蕎阻関向一係係詮一ははどうなつているか
l
一産琴占を包
し
た
人
は
、
刊
必
監U訟Jず3
里
の
市
町
村
村
註一註巳

一
智
、
暢
、
朋
、
杉
、
桂
、
桐
、
楠
一
婚
姻
届
を
レ
て
あ
る
人
は
死
亡
に
よ
り

一
的
平
等
に
立
脚
レ
危
も
の
で
よ
」
量
一
と
一
宮
い
ま
ず
と
、
扶
養
護
と
は
、
旦
隠
出
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
同

一
橘
、
欣
、
欽
、
毅

、
浩
、
淳

、
熊
一
習
の
標
亀
り
と
な
り
ま
宅

財

J3
一
法
皇
い
て
民
法
の
内
、
親
族
制
整
一
分
の
財
僚
を
勤
労
に
よ
毛
患
の

一自
国
産
れ
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
三

、

一
産
の
相
続
は
死
亡
の
み
に
よ
毛

宇

一一
一

が

改

ま

り

と

れ

に

伴

っ

て

同

籍

法

皇

一

で

き

な

い

安

は

警

が

受

け

ら

れ

な

す

。

一

爾

語

、
玲

、
琢
瑞
甚
陸
一
る
の
で
す
。
死
亡
届
き
な
い
と
包
火

一回
一
筒
的
に
改
正
さ
れ
き
た
の
で
、
次
に
一
い
も
の
は
、
そ
の
生
活
費
を
問
え
た
り
一

マ
届
出
入
H
父
母
が
婚
姻
屈
を
し
た
と
一
磨
、
磯
、
祐
、
帳
、
積

、
稔
、

穣
一
雪
許
可
が
出
な
い
ご
と
ほ
な
っ
て
い

監
戸
絡
が
ど
う
い
う
風
に
改
正
売
た
か
一
警
を
さ
芝
り
す
る
道
徳
同
な
こ
と
↑
同
居
若
手
妥
高
官
李
一
綾
、
惣

、
聴

、
肇

、
胤

、
艶
、
蔦
一
ま
ず
。

ご
と
一
式
い
ま
と
、
需
は
も
と
よ
り
人
一
塁
め
に
の
で
、
そ
の
義
務
が
あ
っ
て
一
瞬
習
を
し
な
い
で
生
れ
た
言
宗
一
一
V
宮
地
川
星
空
同
じ
く
死
亡
し

詑
の
身
分
関
係
重
信
登
録
告
す
る
一
も
来
た
さ
な
い
在
刑
法
に
よ
っ
て
罰
一
周
回
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

一
藤

、
繭

出

蝶

輔

辰

布

一

た

と

T

〕
ろ
の
市
町
村
喜
志
て
下

J

吋
一
六
切
な
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
山
一
也
右
手
。
例
、
岳
民
法
で
は
国
一

v
p
供
の
名
は
H
震
の
名
は
昭
和
二

一菌

、
錦
、
鎌
、
靖

、
額
、
馨

、
駒
一
さ
い
。

一
虫
、
在
、
婦
、
盤
、

2
2
Y
m波
及
兄
、
潟
、
姉
妹
即
ち
自
分
一
幹
幹
自
問
問
砧
照
明
辞
持
一
鯉
、
鯛
、
鶴
、
鹿
、
麿

、
棒

、
龍

一

時

男

純

計

同

諸

問

脱

出

一
つ
の
凶
川
に
よ
り
人
の
勤
ち
の
閑
ぺ
が
一

1
2

i
祖
父
母
1
曾
祖
父
母
叉
は
白
一
な
、
窓
な
叉
は
そ
の
後
治
加
さ
れ
た
一
調
一
な
っ
て
い
ま
ナ
。

一
行
詰
る
も
の
で
あ
り
ま
の
で
、
同
一
分
1
干

潟
l
姉
l
恋
扶
護
怒
一
文
字
に
よ
り
名
命
レ
て
下
さ
い
。
詰
一
高
山
の
惑
は
川
前
田
市
に
議
の
一

v
E人
の
順
位
山
田
の
謀
、
戸

悶
照
一
四
日
間
訪
日
日
時
一
向
日
一
向
日
明
日
石
川
町
山
口
訂
正
さ
れ
た
季
は
次
の
一
羽
り
で
す
o

一
あ
る
人
は
一
枚
、
思
市
議
つ
な
一
結
局
去
最
青
島
、
吉
一
統

ゴ
岡
山
が
防
行
さ
れ
る
よ
う
を
雲
ん
一
審
が
あ
る
こ
と
が
お
わ
か
り
と
京
一
司

、対

討

対

ヰ

バ

i
5
5
J富
山
判
明
言
の
同
宿
泊

、
量

一
の
日
常
幸
福
島
号
機
い
高
一
手
。
そ
の
他
吉
一
親
等
内
の
親
族
白
石

蜘一
斉

'Z芸
品
病
院
、
医
院
に
備

同
町
一
ち
室
、
出
生
、
死
亡
等
に
つ
い
て
規
正
案
襲
認
の
審
判
で
扶
養
の
義
高

市
主
催
の
第
三
回
赤
城
県
民
ハ
イ
キ
ジ
グ
室
が
、
採
る
十
五
日
告

白一

え
つ
け
て
あ
り
季
、
悶

需
に
事

層

一
明
い
た
じ
ま
ナ
。
一
務
室
わ
さ
れ
る
と
と
が
日
夜
ま
す
が
可
否
場
合
は
申
告
挙
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
足

。
ζ

れ
は
東
武
ご

一
の
あ
る
人
は
一
枚
、
な
い
人

E
g

L
一

周

籍

は

こ

ん

な

風

に

一
室
主
義
務
の
ゐ
な
い
人
巴
限
り
伝
一
で
さ
雪
後
味
、
参
加
資
格
は
市
内
居
室
、
参
加
患
は
一
一
百

一一

主
と
に
な
っ
て
い
ま
ナ
。

主

き

た

一

ほ

認

可

否

5
3一
主

主

計

訪

ね

沈

諮

問

担

当

長

一

声

籍

に
つ
い
て
の
お

市
一

戸
建
霊
思
ほ
し
て
室
長
波
一

一四
l

犬
人

一八
O
円
、
手
供
九
十
円
と
レ

問

一

間

合

せ

一
と
で
作
、
り
れ
て
い
た
m
M

で
す
が
、
新
レ
一

出

生

の

闘

は

十

四

日

一

側

出
裕
一
は
前
一
脳
駅
聖
書
第

一
日
午
前
玄
関
、
第
二
回
六
時
、
雪
面
七

m
一
戸
籍
に
づ
い
て
の
お
問
合
せ
は
幽
愉
町

，
一
小
法
律
で
は
夫
婦
と
民
の
向
。
予
毎
一

以

内

一

由

時
、
豊
富
午
後
阿
罷
か
b
六
時
ま
で
、
穴
洞
湖
隙
で
は
宝
さ
が
レ
等

閑
一
市
俊
一
閉
門
付
目
指
市
民
課
内
戸
建
山内
情
酪

庸

一
に
作
る
よ
う
巴
改
正
さ
れ
、
子
が
婚
姻
一
出
生
と
は
雲
母
体
宮
分
離
レ
て
生
雨

の
余
興
が
あ
り、

議
室
部
長
事
塁
よ
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
竺

四
五
O
一
き
に
御
遠
慮
な
く
申
同
℃

一
す
る
と
親
の
戸
籍
か
ら
離
れ
て
雪
之
さ
て
生
れ
る
事
で
あ
り、

壁

、

人

一

:
3
2FHaig-!';i九

一
下
さ
い
。

信

民
事

一
戸
絡
が
同
様
る
こ
と
に
な
っ
た
り
で
ご

と
レ
て
の
資
格
差
宮
こ
と
に
よ
三

!
J
E
i
パ

1
l
i
-
-
!

‘，

L
こ
れ
は
霊
い
き
め
き
う
章

一
て
相
続
警
損
害
賠
償
の
請
求
権
京

一

世

会

教

育

振

興

諭

文

宣

る
の
が
い
害
警
戸
籍
&
別
け
て一

ろ
い
ろ
な
権
利
が
虫
ず
る
こ
と
を
ど

一

-

副

?

j

E

i

!

:

一
作
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
聞
か
れ
る
万
一
手
。
民
法
で
は
父
母
が
酒
量
レ

一

市

長

賞

以

下

入

選

者

決

定

一
一
も
あ
長
す
が
、
ち
て
そ
の
よ
う
な
一
自
隠
は
生
れ
る
矛
議
虫
と
い
一

『

『

J
3
2
2掻
と
現
金
収
入
-
の
で
き
の
閲
震
に
は
き
方
々
ほ

一
も
の
で
は
な
く
、
を
よ
っ
て
旦

ぃ、

言

語

望

レ
な

い

で

託

一

日

即

日

日

当

日

持

山

一

軒

引

?

?

震

の

賢

官

室

を

お

阪

い

し

ま

し

た

。

調

査

一
レ
な
く
て
は
な
『
り
な
い
の
が
新
し
い
戸
一
季
語
尚
子
で
な
い
子
と
ど
ま
ナ

一

一

一
の
方
々
は
壁
崩
時
金
運
械

一
締
法
で
ナ
。

一

一

レ

危
と
こ
ろ
、
多
訟
の
優
一
会
惚
泌
が

一
刺
と
す
る
き
で
、
闘
在
日
の
方
法
は
母
一
内
の
世
間
事
訪
問
レ
℃
、
記
入
に
つ
い

4

一
マ
届
出
は
出
患
で

H
E露
出
は
一
あ
り
と
の
ほ
ど
岡
崎
重
審
査
の
結
果
次
の

一
初
に
目
指
で

一
定
。
方
式
に
よ
る
抱
一
て
の
襲
名
質
問
に
岩
手
注

目

扶

養

璃

係

一
必
ず
箆
れ
た
と
こ
ろ
の

臣

官

、

例

一

普

通

遺

室

、
探
る
七
イ
差
一
銭
高
果
、

3
出
会
区
宮
室
八
一
ず
で
す

2
、

望

協

定

患

自

月

一

言

|

恥

配

川

劃

配

川

川

l

一
世
こ
棄
を
さ
レ
あ
ア
る
こ
と
?
一
ぷ
調

L
Zレ

注
。

一

日

時

3る
よ
う
お
願
い
い

一

ヨ

一
民
間
団
主
臨
出

7
R
主
盟
諸

E

I

-

-
川

。

l

一

幻
岩
間
凶
図
鋪
町
昭
治
王
寺
町
一

一
6
一

E
EW
m
H一
口
蕗
先
行

v
b↑
巨
主
主

E
〈

一

て

し

ま
す

一

一

塁

耐

町

村
山
富一一一郎氏
、
寝

一

-
i
3
1
2
4
1
E
:

一

一

開
閉
山
川
幻
一
毛
町
田
町
相
生
町
一

日

一

駆

除

に

は

許

可

が

必

要

一

M1
2江

Z良一一一千

一
夏

日

。

法

制

査

区

か

ら

一

望

一

日

訪

日

十

四

臨

む

一

一

一

一
幻
一
毛
日
佐
川
出
収
次
民
、
白
町
相

一
2
一
日
以
類
の
問
委
は
駆
除
巴
ぱ
許
可
が
一

イ
ノ
シ
シ
、

ノ
ワ

卒
、
ノ
ネ
コ
ヌ
一

マ
耀
一望
小
椋
堅
一
郎
、
器
防
一
塁
に
ご
ユ
世
芝
壊
レ
て
一
O
凶
ご
出
前
副
長
民
、
新
町
襲

利
一
畿
で
す
が
、
ま
だ
許
可
証
の
交
付
を
一
は
ノ
イ
ヌ

高

審

問

す

る

土

地

以

一

詩

碑

謡

b
h
M
T
P一
議
選
足
レ
一
カ
月
同
の
収
入
、
文

一

警

氏

、

駐

百

小

選

阪

民

間
一
受
け
ず
に
は
怜
υ
た
り
或
は
飼
っ
て
い

一
M

仰
の
主
地
に
奇
襲
U
ょ
う
と
す
一
咽
君
主
、
清
水
秋
山
川
、

5
喜

一

出

議

れ

な

く

引

じ

て

い

た

泣

く

も

↑

〔

市

民

忠

一
足
臣
、
雲
手
続
を
し
て
震
せ
ぬ

一

5
場
合

一

1
1

1
1
1

一

1
1
11
1
1
1
1
1
li
l
i
--
1
a
l
l
i
--

7
2
R。許
可
証
の
交
付
は

ず

マ
ヒ
ヮ
、
雲
、
ホ
ホ
イ

一

字

詰

8
2
ヱ

ミ
i
E主
義

十

二

日

L
3万

事
務
所
林
業
課
で
致
し
ま

ず

了

、
メ
ジ
ロ

、

ャ

マ

ガ

手

作

一

消

費

寅

態

調

査

始

ま

る

一

安

F
氏
言
語
水
市
で

g
F許
可
証
の
必
要
な
も
の
は

一
ス
を
飼
獲
し
よ
う
と
ナ
る
場
合

一今
月一

臼
か
b
一
カ
月
同
消
三
富

一

宮
び
に
密
室
局
長
と
本
山
の
共
催
で
、
安
同
長
同
の
「
新
日
本
の

{

キ
Y
パ
ト、

カ
ラ
ス
、

ス

ズ

メ

、

三

去

窪

憲

闘

い

主

雲

行
わ
れ
ま
す
。
と
の
詞
涯
は
町
議

一

倍
命
」
皇
室
を
十
二
日
午
前
十
時
空

ユ
ワ
ナ
イ
ス
ズ
メ
、
ク
マ
、
ヒ
グ
マ
子
。
。
民
政
号
一
喜
H

交
向
ナ
る
現
金
と
、
そ
の
購
入
一

映
画
「
み
ん
な
の
援
」
宝

映
し
ま
す
。

戸
籍
の
届
出
は
正
し
く



報 ー

司

在
り
利
根
川
西
に
幅
削
れ
、
妙
議
、
様
時
代
藩
が
と
ね
を
勧
め
た
こ
と
、
次
い

一

名
、
赤
城
糟
山
漬
か
ほ
西
北
に
そ
ぼ
一
一
巳
路
市
柑
凌
怖
と
な
り
、
郎
防
鳩
隠
近
在
一
一

一

だ
ち
称
し
て
形
時
と
え
ず
。
永
伐
の
一
い

心一
」
と
、
市
川
川
の
施
J

に
よ
っ
て
市
一

一

幻

一
初
め
上
杉
書
官
民
議
員
ト
塁
走
協
に
向
い
三
あ
る
と
と
、
一
一

(
一
り
八
州
全
探
附
し
て
前
-
M

の
名
世
に
一
と
れ
全
く
刊
誌
富
民
汽
な
お
よ
レ
U

巴
一
一

て
一
警
は
る
。
議
官
に
，
巳
前
回
が
一
克
ペ
な
お
か
つ

U
E
Z労
に
よ
る
一
一

片
品
一
府
武
建
議
ぼ
レ
、
震
路
川

一
一
所
六
で
あ
る
と
と
容
が
閉
さ
れ
、
そ
の
一

わ

一

雪
レ
て
関
番
鎖
と
な
レ
以
て
三
震
を
迫
害
て
怒
砲
の
誌
が
号
、
一

一

自民

一

xに
鎖
す
。
右
府
内

J

溜
答
に
及
ひ
三
城
此
の
一
隅
を
ト
し
て
慰
問
し
た
と
い

一

を
一
金
一
間
一
蓄
に
北
体
、
片
山
に
市
寸
J

。
北
傑
一
う
と
と
が
明
か
に
さ
れ
て
回
り
ま
ず
。
一

色

氏

亡

び

、

簡

m
関
東
を
従
へ
喜
一
と
の
城
は
、
闘
居
於
け
る
四
つ
の
卒
一

一
統
古
門
之
れ
に
隠
す
。
つ
い
で
酒
井
侯
一
蹴
門
ひ
ら
じ
ろ
U
1下
野
の
宇
都
宮
、
-

一

明
忠
八
世
に
笠
り
孫
忠
恭
箆
延
二
年
一
武
臓
の
忍
、
川
川
崎
、
上
野
の
悶
一
同
!
の

一

一

m持
』
開
封
し
て
松
卒
侯
納
矩
派
り
二
づ
と
し
て
有
名
で
あ
り
ま
す
が
、
問

-

J

・

議宗一

一

代
る
。
利
根
川
毎
場
澱
除
す
る
を
以
一
一
摘
が
古
い
名
の
腕
協
か
ら
耕
レ
い
名
の

一

を

罷

る

一
閃
附
一
一
一
郎
、
誇
竹
誌
の
宏
氏
、
竺
て
量
断
主
主
。
明
和
喜
一
朗
憶
は
変
っ
た
の
は
罪
思
議
室

一

;
E
E
・

一
防
護
東
京
渡
温
室
、
前
橋
市
新
町
一
階
請
い
移
っ
て
川
越
城
を
治
む
。

一
た
舎
の
時
代
、
管
室
九
年
代
二

一

鯨

廓

提

上

り

城

社

之

碑

一
彦
君
震
を
初
め
八
百
三
十
宜
名
一
と
号
、
次
い
で
雨
縞
城
再
築
の
と
と
一七
一
年
前
U

か
ら
宝
永
四
年
内
一
一
望

一

群

馬

事

、

旧

厩

震

の

き

あ

一
の
稗
は
明
治
四
十
三
一
月
建
て
た
も
亙
れ
て
隠
り
ま
す
。
き
で
栂
聞
を
一
に
き
松
平
室
長
女
各
一
年
一
年
患
に
雲
間
と
憶
え
ら
れ
て
居

一

る
乙
と

は

ど

な

た

も

御

承

知

章

宏

一

の

で

、

当

時

の

勅

議

委

蓄

士

玉

県

ま

す

と

一

ヱ

遣

し

憲

三

重

工

「

凡

そ

九
十

了
、

市
制
を
施
行
し
て
か
ら
も
す
で
に

一

ま
す
が
あ
の
東
北
の
掲
ょ
、
替
を
憾
ぼ
一
野
出
品
樽
民
償
交
、
題
傾
は
伯
爵
松
本
直

一

前
橋
城
未
だ
創
置
鮮
か
な
ら
ず
。
旧
一
六
年
に
し
て
旧
観
に
復
す
。
是
の
混
川一

六
十
年
、
市
が
盆
々
閣
迭
の
一
一
途
空
港

一

せ
る
老
松
の
隆
に
「
悶
隠
密
之
芭
一
之
民
、
議
は
鳴
鶴
目
下
葉
伴
氏
、
勝
一
厩
備
に
作
り
後
今
の
字
に
更
む
。
長
一
越
よ
り
濯
土
建
撃
を
遜
し
、
戸
口
一
ん
で
居
り
ま
す
と
と
は
、
市
民
の
皆
さ

一

が
建
っ
て
い
る
の
を
御
宮
川
の
方
は
少
一
刻
は
回
出
来
年
民
で
建
設
漫
画
自
印
東

一

野
氏
の
族
一
概
一
惜
民
世
-R
之
れ
を
守

一白
隠
殖
巴
と
あ

υ、、
叉
こ
の
地
の

一
ん
と
共
に
、
本
当
ほ
審
ほ
し
く
且
つ
力
一

い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
ナ
ニ
〕

語

郎
、
沼
野
寛
次
、
勝
山
枚
次
郎
、
亘
る
と
一
否
。
道
上
野
図
の
申
央
に
霊
絹
定
着
服
し
て、

松
卒
直
克
の

-
震
い
ご
と
で
す
曾
障
は
同
母
一

‘，‘，、
J

‘，h
，‘，‘，‘，
z
z
a

，e、，、，、，‘}も
3
E
E
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R
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J

、，‘
z
a
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a也
z
g
E
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p
k
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一

若
し
犬
に
脇
氏
ま
れ
に
ら
:
一

緒し日明
u

禁

色

斑

門

体

九

九

日

連

盟

問

刊

誌

一

狂
犬
病
予
防
の
た
め
の

御
注

意

一

v鰐
詩

句

駐

在

@
ザ
ド
病
気
が
き
た
な
ら
蓄
を

恐
ろ
し
い
涯
犬
病
の
予
防
雪
が
、
玄
-
里
会
犬
は
ど
ん
な
犬
ハ
毛
色
、
六
五
一

O
B潜
伏
期
を
経
て
ち
義
一
雪
比
較
的
宗
門
症
啓
発
熱
一

議
員
殺
消
毒
す
る
よ
り
ほ
か
あ

丹
十
白
か
ら
六
月
九
日
程
わ
れ
て
お
一
き
さ
吃
っ
た
か
よ
/
員
て
お
き
ま
し
一
白
O
度
か
ら
四
二
度
U

員
、
雲
一
白
低
変
化
あ
り
四
0
1四
一
事

一

り
ま
せ
ん
。
豚
コ
レ
ラ
密
室
、

り

手

。
犬
臨
ま
れ
号
、
窓
竺
ょ
う
。

一
性
別
の
農
な
く
講
し
、
猛
烈
な
健

一

一
侭
草
壁
面
せ
る
。

一

重
地
帯
か
ら
飼
遣
の
富
語

還
を
直
ち
に
い
た
主
レ
ょ
う
。
一

塁

と
で
ど
う
レ
て
を
殴
ま
れ
た
の
一
努
で
、
地
域
的
に
六
誌
の
豚
章
一

マ
一
陳
雲
義
国
的
内
散
請
に
も
U

一

の
覇
は
厳
禁
さ
れ
ま
す
。
肉
薄
は

思

表

号

、
す

薬

害

露

呈

か

も

報

告

接

レ
ょ
う
。
一
掬
全
滅
さ
せ
ま
す
。
叉
豚
コ
レ
ラ
は
豚
一
室
内
各
に
も
あ
る
U

霊
性
で
死
一
襲
撃
喜
騒
い
も
の
で
ず
か

師
の
受
持
っ
て
手
当
を
受
け
ま
し
ょ
一
季
実
の
豪
々
予
防
注
射
を
章
一
パ
ラ
チ
フ
ス
、
霊
室
伴
っ
て
感
染
一
亡
率
低
い

8
8
索

、
皮
ふ
紅
了
。
、
流
行
期
、
重
時
に
は
磁
妻

宅

一

て

い

な

い

量

産

、

す

ぐ

に

手

続

き

一

ナ

る

こ

と

が

あ

り

、

議

の

も

の

で

は

一

疹

尋

控

ょ

う

U

聞
出
せ
る
。

一

泊
審
が
肝
要
で
ナ
。
叉
豚
コ
レ
ラ
が

@
直
ち
に
保
償
所
叉
ば
市
山
田
所
へ
届
一
を
レ
て
下
さ
い
。
な
お
犬
は
、
ナ
ペ
て
一
二
、
一
一河
口
で
翠
山
一
室
内
山
と
な

υ一
o
一

予

防

法

弔
防
法
問
訟
の
湿
り
で
一
塁
じ
た
ら
、
法
一
戸
一
階
紘
一
同
で
す
か

山
内
報
与
し
き
し
よ
う
。
一
繋
い
で
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
命
令
一
臼
か
ら
六
日
昼
過
で
究
室
主
主
意

K
E少
し
も
早
毒
ヲ
一
ち
市
役
所
、
富
衛
生
保
健
所
へ
必

里
会
犬
は
ど
と
の
尿
の
穴
か
必
ず
一
が
出
て
い
ま
ず
か
ら
、
放
し
思
議
一
き
し
ま
す
。
一
保
覧
せ
て
芸
ぃ
。

F
一
ち
義
告
し
て
下
さ
い
。

際

め

ま

し

ょ

う

。

ょ

う

御

注

意

下

さ

い

。

ハ

衛

生

事

一

特

徴
堅
レ
ラ
の
特
捜
皮
膚
一

@
予
防
注
射
リ
警
躍
は
豚
コ
レ
ラ
一

巳

露

政

恵

1
11l寸
1
1
1
1
11
1J
1
J叶
1
1
1
1
1
1
1

一
に
紫
の
斑
点
が
四
日
か
ら
八
日
後
に
鶴

一

血
清
の
予
防
注
射
を
受
け
る
乙
と
、
-

は
孟
問
削
除
ゐ
事
誕

nで

す
て
き
ま
す
よ
況
は
血
雇
碍
章
一

I
l
i
li
-
-1

1
1
i

ラ
イ

-JIl--vi
I-一

管
の
破
裂
に
よ
る
も
の
で
、
鮮
紫
色
で

一

六

月

の

而

民

大

学

レ
家

E
』

臨

嘩

煩

さ

き

る

一
章
、
義
郎
、
版
印
、
尾
空
、
鶴
一

;
l
J
1
・

i
l
-
-

コ

E
n
aa童
話

-ct・4
一
撃
に
溺
れ
手
。
匡
一
般
に
随
秘

一

来

る

十

五

日

に

は

講

演

曾

除

凶

白

川

温

河

期

一

都

民

思

議

監

一

設

計

約

諮

問

続

一

疑

問

将

戦

時

沈

黙

養
豚
上
最
も
恐
ろ
レ
い
コ
レ
ラ
が
最
近
一
協
議
翼
手
全
体
内
境
問
調
一
混
入
し
た
の
も
あ
り
ま
す
。

一
画
で
始
め
李
。
講
座
の
内
容
は
、

私
立
す
。

近
隔
に
遣
レ
始
霊
レ
号
本
勝
で
一
彊
や
奇
襲
等
の
分
総
理
排
一

…

佃

の

病

鋸

と

の

見

分

一

書

生

活
し
て
行
く
う
え
に
知
毛
市

一

マ
朗
橋
市
民
李
総
雲

は
宋
義
生
し
て
居
り
ま
せ
ん
が
よ
}
一
議
居
宅
襲
、
緊
巴
混
入
し
一

け

方

一

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
グ
世
界
の
名
著
4

一

塁

飾

辞

票

用

露

@
量

れ
を
予
防
す
る
た
需
で
は
先
月
予
防
護
、
畜
奪
の
汚
染
叉
は
飼
養
人、

一
マ
豚
コ
レ
ラ
リ
流
行
性
、
年
齢
の
差
別
一
段
持
続
説
明
狭
山
幻
町

一

「
民
族
交
化
の
葉
両

日
時
六

注
射
を
行
い
ま
レ
た
。
在
豚
コ
レ
ラ
一
探
喜
そ
の
他
雪
渓
奪
に
よ
り
混
一
な
く
夏
、
多
に
多
く
、
急
性
で
死
亡
一
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
期
聞
は
資

一

回
目
十
音

S
午
後
一
時
@
会
渇

は
ど
ん
な
病
気
か
と
い
う
こ
と
を
お
知

一搬
さ
れ
、
そ
れ
が
直
憲
法
間
接
的
は
一
警
闘
い
。
盆
啓
発
熱
、
結
膜
炎
一
士
白

内
月
U

よ
り
ニ
十
回
ハ
宰

京

一

敏
育
会
館

ら

せ

量

ナ

君
、
皇

宮

警

ん
一
健
康
豚
の
舗
取
す
る
所
と
な
り
読
す
一
皮
ふ
護
白
血
U

箆
撃
は
下
痢
一
芸
日
間
、
午
後
七
時
よ
り
、
図
書
一
講
師
図
書
信
隆
文
化
研
究
家
で

選
ん
で
予
防
に
御
協
力
下
さ
い
。

一

る

も

の

で

ナ

。

一

V
豚
パ
ラ
チ
フ
ス
H
敵
需
主
に
幼
一
で
開
催
。
今
年
か
ら
は
襲
官
憲
一
議
室
レ
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

感

識

鰹

路

警

レ
ラ
の
翠
博
一

症

欺

豚
が
袋
持
す
る
と
四
日
か
一
豚
、
崎
町
山
で
死
亡
翠
円
闘
い
盆
$
↑
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
と
れ
に
先
立
つ

一

内
閣
臨
時
U

(4 ) 
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